
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催  宝塚市立男女共同参画センター ・ エル 

指定管理者 NPO法人 女性と子どものエンパワメント関西  
宝塚市栄町 2－1－2「ソリオ２」4階 

電話：0797-86-4006 FAX：0797-83-2424 

http://www.takarazuka-ell.jp/ 

ホームページ 

（駐車場はありませんので、公共交通機関でお越しください） 

日  程   7 月 13、  20、  27 日の 土曜日、各 13:30～15:30 

対  象   テーマに関心のある方 3０人  < 先着順 > 

保  育   10人、無 料 (１歳～就学前まで、7／5（金）締切） 

申込み   6 月3 日（月）9:00～ 電話 、 窓口、センターＨＰ で受付   

宝塚市立男女共同参画センター （0797-86-4006） へ 

宝塚市立男女共同参画センター・エル 令和６年（2024年）度 

※申込みにあたってお預かりする個人情報は本講座以外の目的で使用することはありません。 

 

メディア・リテラシー入門 

能登半島地震報道 と ジェンダー 

世界のジェンダーとニュース報道の 
取り組み（GMMP2025） 

NPO法人 

FCTメディア・リテラシー研究所 

１９７７年創設以来、メディア社会を生きる市民のエンパワメントをめざし
て、メディア分析調査やメディア政策への提言、研修セミナー開催、市民
企画講座の企画協力などに取り組む。 （裏面参照） 

私たちが日々接しているメディアからの情報は、現実の社会の多様性を伝えているでしょうか。 

年明け早々に起こった 能登半島地震の報道 では、阪神・淡路大震災の時と同じような避難所風景や男女の 

役割分担が見られました。メディアのなかの多様性について、ジェンダーを切り口に考えて 

‘能動的な’メディアとのつき合い方をワークショップ形式で学んでみませんか。 

メディアのなかの多様性を考える 

メディア･リテラシー講座 

（土） 
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西村 寿子さん 

高橋 恭子さん 

1回ずつの 
参加も可 
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 ID： 
＠763zrxid 

目標 5   ジェンダー平等を実現しよう 

 ～ 宝塚市立男女共同参画センターは SDGsを支援しています ～ 

ホームページ 

情報・図書コーナー 

●「 LINE 」に登録しませんか♪ 

スマートフォンで QRコードを読み取るか、ID検索をして、 

友だち追加登録をしてください。 

 

● 初めて情報・図書コーナーを利用する方 

図書の貸し出しやビデオ・ＤＶＤの視聴には「図書利用者カード」が必要です。名前と住所が確認できるもの 

をお持ちください。すぐにカードを発行します。（市外の方も利用出来ます。） 

● イベント情報を発信中！！ 

 

女性問題の解決や男女共同参画社会をめざすさまざまな活動を 

サポートする情報を収集し、発信します。宝塚市外の方も借り 

られます。図書貸出は、［ お一人 5 冊・2 週間 ］です。 

宝塚市立男女共同参画センター・エル  は、 

すべての人が個人として、性にとらわれず、自分らしくいきいきと充実した生活を 

おくることができる「 男女共同参画社会 」の実現をめざす拠点施設です。 

 

メディアのなかの多様性を考える 

NPO法人 FCTメディア・リテラシー研究所 講 師 紹 介 

メディア･リテラシー講座 

GMMP [グローバル・メディア・モニタリングプロジェクト]  

ＦＣＴメディア・リテラシー研究所理事。

2001年よりFCTで市民の視点からのメ 

ディア・リテラシー活動やメディア分析調

査をおこなう。京都府立大学、関西学院大

学他で「メディア・リテラシー論」「現代メデ

ィア論」などの講義を担当。著書に『最新

Study Guideメディア・リテラシー【入門

編】』（共著、鈴木みどり編、リベルタ出版） 

など。 

 

田島
た じ ま

 知之
ともゆき

さん 高橋
たかはし

 恭子
きょうこ

さん 

ＦＣＴメディア・リテラシー研究所所長。月刊『ヒ

ューマン ライツ』編集者、とよなか男女共同参

画推進財団事務局長を経て、関西大学で「人

権教育論」を担当。とよなか人権文化まちづく

り協会理事として、子どもたちにＣＡＰ（子ども

への暴力防止プログラム）を届ける事業に参

加。『ヒューマンライツ』時代にＦＣＴと出会い、

ジェンダーや人権の学びとメディア・リテラシ

ーを結びつけたいと考えてきた。著書に『こと

ば・差別・表現 再考』（共著、おとなの学び研

究会編、解放出版社）など。 

西村
にしむら

 寿子
ひ さ こ

さん 

早稲田大学政治経済学術院教授。ビジネス・ウ

ィーク東京支局、フリーランス・ジャーナリス

ト、慶応義塾大学環境情報学部特別招聘教

授、早稲田大学川口芸術学校校長を経て、現

在に至る。専門領域は映像ジャーナリズム、次

世代ジャーナリズム、メディア・リテラシー。最

近はとくに、米国の非営利独立メディアを含

む新たなジャーナリズムのあり方やネット上の

情報やニュースを読み解くニュース・リテラシ

ーに関心を寄せている。ＦＣＴメディア・リテラ

シー研究所理事、石橋湛山記念早稲田ジャー

ナリズム大賞選考委員、日本映画制作適正化

機構第三者委員会副委員長を務める。 

 

 

ＧＭＭＰ[グローバル・メディア・モニタリングプロジェクト]とは、１９９５年から５年ごとに実施されるジェンダーの

視点からニュース報道を読み解く地球規模のモニタリングプロジェクトです。２０２０年９月２９日をモニター日とし

た第６回目には、世界１１６カ国が参加し、30,172 のニュースをモニターし、日本では、ＦＣＴメディア・リテラシー研

究所をはじめ４グループ約４０人が１７８のニュースをモニターしました。ＧＭＭＰは市民主体のプロジェクトであり、

この取り組みそのものがジェンダーとメディア・リテラシーの学びと重なっています。今回のメディア・リテラシー講

座を経て、来年７回目のＧＭＭＰ２０２５ にも参画してみませんか。一人でも多くの方に、この取り組みに関心を持っ

ていただくことを願っています。 


